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６
月
定
例
市
議
会
に
元
市

議
会
議
員
（
秦
眞
治
、
山
本
勇

作
、
長
谷
川
龍
一
氏
ら
８
氏
）

か
ら
、
「
議
員
定
数
の
削
減
に

関
す
る
請
願
書
」
が
、
新
政
ク

ラ
ブ
・
公
明
党
・
野
洲
新
風
ク

ラ
ブ
の
議
員
を
紹
介
議
員
と

し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。
請
願

は
民
意
の
反
映
を
制
限
し
、

議
員
の
役
割
も
否
定
す
る
も

の
で
批
判
が
で
て
い
ま
す
。 

 

請
願
で
は
「
２
名
の
削
減
」
を
求

め
て
お
り
、
主
な
理
由
は
、
①
県
内

１３
市
の
中
で
、
議
員
１
人
当
た
り

の
人
口
は
最
も
少
な
い
部
類
で
あ

り
、
野
洲
市
議
会
の
議
員
数
は
相

当
過
剰
。
②
今
必
要
な
こ
と
は
議

会
基
本
条
例
の
実
践
。
議
会
の
活

性
化
は
減
員
し
て
こ
そ
で
き
る
。
③

従
来
型
の
利
益
誘
導
型
の
議
員
活

動
が
評
価
さ
れ
る
時
代
で
な
い
。

広
く
市
全
体
の
均
衡
と
中
長
期
的

の
未
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
セ
ン
ス

に
長
け
た
精
鋭
者
が
繰
り
広
げ
る

発
展
的
な
ま
ち
づ
く
り
議
論
で
あ

る
、
と
し
て
い
ま
す
。 

  

 

「
野
洲
市
議
会
の
議
員
数
は
相

当
過
剰
」
と
言
う
主
張
は
現
実
を

見
な
い
乱
暴
な
も
の
で
す
。
人
口
３

４
万
人
の
大
津
市
か
ら
４
万
人
の

つ
ま
り
、
議
員
の
資
質
向
上
は

議
員
数
の
「
多
い
・
少
な
い
」
で
図
れ

る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
議
員
自

身
の
議
員
活
動
へ
の
意
思
と
姿
勢

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
既
に
破
綻
し
た
主
張

は
請
願
者
自
身
が
現
職
時
代
に
経

験
し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
な
お
か

つ
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
は
道
理
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

  

 

必
要
な
こ
と
は
、
深
刻
な
不
況

の
中
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
と

原
発
事
故
で
な
お
さ
ら
の
こ
と
、

地
方
自
治
体
に
お
け
る
行
財
政
と

市
民
生
活
の
向
上
へ
市
議
会
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
す
。 

さ
ら
に
大
事
な
こ
と
は
、
一
昨

年
、
市
議
会
と
し
て
制
定
し
た
議

会
基
本
条
例
に
よ
る
議
会
へ
の
市

民
参
加
と
情
報
公
開
、
議
会
議
論

の
活
性
化
を
推
進
す
る
こ
と
で

す
。
以
上
の
立
場
で
「
議
会
が
議
会

と
し
て
、
議
員
が
議
員
と
し
て
」
の

機
能
と
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
中
に
あ

る
、
「
議
員
定
数
へ
の
疑
問
」
に
応
え

る
上
で
も
必
要
な
こ
と
と
考
え
ま

す
。 

  

関
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
定

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
方
自
治
法

の
立
場
に
沿
っ
た
規
定
で
す
。 

  

 

そ
も
そ
も
２
町
合
併
前
は
、
中

主
町
で
１４
名
、
野
洲
町
で
２０
名
で

し
た
。
こ
れ
が
合
併
後
の
第
１
回
目

の
市
議
選
は
２４
名
、
２
回
目
は
２０

名
と
定
数
を
削
減
し
て
き
ま
し

た
。
今
日
、
市
政
を
取
り
巻
く
経

済
や
社
会
状
況
、
市
民
生
活
と
多

様
な
要
望
な
ど
を
市
民
の
立
場
で

議
論
を
行
う
市
議
会
の
定
数
を
削

減
す
る
こ
と
は
、
一
層
、
民
意
の
反

映
を
制
限
す
る
も
の
に
他
な
り
ま

せ
ん
。 

 

  

こ
の
点
で
は
、
定
数
削
減
の
理

由
に
つ
い
て
、
「
精
鋭
者
の
議
会
た

め
・
議
員
の
資
質
向
上
の
た
め
」
か

の
よ
う
な
主
張
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
定
数
削
減
だ
け
が
本
当

に
、
精
鋭
者
に
よ
る
議
会
と
資
質

向
上
が
図
れ
る
の
で
し
よ
う
か
。
言

う
ま
で
も
な
く
合
併
前
・
合
併
後

に
お
い
て
も
定
数
削
減
ご
と
に
「
削

減
で
資
質
向
上
が
図
れ
る
」
ご
と

く
の
主
張
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、

「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
実
感
し
な

い
」
と
批
判
が
で
て
い
ま
し
た
。 

米
原
市
ま
で
全
体
１３
市
を
「
ど
ん

ぶ
り
勘
定
」
で
「野
洲
市
は
多
い
」
と

言
う
の
は
間
違
い
で
す
。
そ
の
論
で

行
く
と
大
津
市
の
場
合
、
議
員
１

人
当
た
り
の
人
口
は
８
９
５
６
人
で

す
。
こ
れ
を
野
洲
市
（
５
０
，
８
２
１

人
）
に
当
て
は
め
る
と
議
員
数
は

「
５･７

人
」
し
か
い
ら
な
く
な
り
ま

す
。 で

す
か
ら
、
数
十
万
人
の
市
と

数
万
人
の
市
と
を
「
ど
ん
ぶ
り
」
に

し
て
比
較
し
て
も
根
拠
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
え
て
比
較
を
す
る
と
い
う

な
ら
、
県
内
で
野
洲
市
に
近
い
人

口
の
湖
南
市
（
５
５
，
０
６
０
人
）
、

高
島
市
（
５
３
，
０
５
４
人
）
、
米
原

市
（
４
０
，
８
６
８
人
）
は
、
い
ず
れ

も
議
員
数
は
野
洲
市
と
同
様
の

２０
名
で
す
。 

 

  

よ
り
根
本
的
な
問
題
は
、
本

来
、
地
方
自
治
法
は
市
長
と
議
員

を
直
接
住
民
が
選
出
す
る
二
元
制

と
し
て
の
機
能
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
市
議
会
は
市
政
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
機
能
と
と
も
に
、
多
様

な
市
民
要
求
を
反
映
す
る
た
め
重

要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。  

 

こ
の
こ
と
は
野
洲
市
議
会
基
本

条
例
の
第
２１
条
（
議
員
定
数
）
で

は
、
『
議
会
は
市
民
の
多
様
な
民
意

を
反
映
し
た
相
当
数
の
議
員
で
構

成
さ
れ
る
市
民
の
代
表
機
関
で
あ

り
、
議
員
の
定
数
は
、
合
議
制
機

６
月
定
例
議
会
は
、
７
日
か
ら

２７
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

やす民報 暮しのご相談を 
お寄せください 

小菅六雄 比江６６８-３    （電話・ＦＡＸ）５８９－４９７１ 

野並享子 北野１-7-10   （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 

太田健一 近江冨士 2-11-25 （電話・ＦＡＸ）５８８－３１６９ 

 

市議団ホームページ 

http://www.yasusigi.net/ 
日本共産党野洲市委員会 
20１２年６月３日  №２４０ 
 


